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＜開会の祈り＞  

韓国併合 100 年にあたる今年、韓国の教会、日本の教会、在日教会に所属する私たちはここ

に一堂に集まりました。いつくしみ深い主よ、この集まりを祝福してください。私たち一人ひと

りに聖霊を送り、導いてください。わたしたちがあなたのみ心をより深く知り、この集まりに豊

かな実りを結ぶことができますように。わたしたちの主イエス・キリストによって。アーメン  

＜聖書＞出エジプト記 20：１～17	
 

神はこれらすべての言葉を告げられた。	
 

「わたしは主、あなたの神、あなたをエジプトの国、奴隷の家から導き出した神である。あな

たには、わたしをおいてほかに神があってはならない。あなたはいかなる像も造ってはならな

い。上は天にあり、下は地にあり、また地の下の水の中にある、いかなるものの形も造っては

ならない。あなたはそれらに向かってひれ伏したり、それらに仕えたりしてはならない。わた

しは主、あなたの神。わたしは熱情の神である。わたしを否む者には、父祖の罪を子孫に三代、

四代までも問うが、わたしを愛し、わたしの戒めを守る者には、幾千代にも及ぶ慈しみを与え

る。あなたの神、主の名をみだりに唱えてはならない。みだりにその名を唱える者を主は罰せ

ずにはおかれない。安息日を心に留め、これを聖別せよ。六日の間働いて、何であれあなたの

仕事をし、七日目は、あなたの神、主の安息日であるから、いかなる仕事もしてはならない。

あなたも、息子も、娘も、男女の奴隷も、家畜も、あなたの町の門の中に寄留する人びとも同

様である。六日の間に主は天と地と海とそこにあるすべてのものを造り、七日目に休まれたか

ら、主は安息日を祝福して聖別されたのである。あなたの父母を敬え。そうすればあなたは、

あなたの神、主が与えられる土地に長く生きることができる。	
 



 2 

殺してはならない。	
 

姦淫してはならない。	
 

盗んではならない。	
 

隣人に関して偽証してはならない。	
 

隣人の家を欲してはならない。隣人の妻、男女の奴隷、牛、ろばなど隣人のものを一切欲し

てはならない。」	
 

＜メッセージ＞  

日本は 1895 年から台湾を、1910 年からは朝鮮半島を、1932 年から満州国を設立するな

ど、1945 年までの間、アジア諸国を侵略し、植民地化してきました。その間、武力による侵略

と同化政策を基軸とした植民地政策によって、人びとの命、生活、文化の独自性を破壊し、多大

な苦しみを与えてきました。  

日本の植民地政策は同化政策、具体的には皇民化政策を柱として行なわれました。皇民化政策

は、植民地化した国の民衆を「帝国臣民」とし、「創氏改名」「皇国臣民ノ誓詞斉唱」「日の丸掲揚」

「日本語教育」などによって、文化、民族性を否定するものでした。さらに植民地化した国の津々

浦々に神社を建立させ、神社参拝を強要しました。学校を布教の場として、教育勅語という経典

を斉唱させたのです。皇民化政策とは現人神天皇を頂点とする国家神道という宗教を、日本のみ

ならず植民地にも徹底させることでもありました。私たちはキリスト者として、また、宗教者と

してこの点を見逃してはなりません。  

先ほどモーセの十戒が朗読されました。  

この十戒を理解するためには、エジプトでの

イスラエルの民の苦しみ、その原因について見

なければなりません。  

右の図は出エジプト記で奴隷の家（20：２）

と呼ばれていたエジプトの社会構造を表してい

ます。神々を頂点とするピラミッド型になって

います。宗教国家ともいえます。エジプトにお

ける土地、建物はもちろんのこと、人間も生産

物もすべて神々の所有物でした。ファラオは現

人神として、神々との交信ができたと考えられ

ていました。ファラオには神々の託宣を民衆に

伝えるという形で権威を保ちました。ファラオ

に神官が仕え、司法も司っていました。巨大な

神殿や荘厳な儀式祭典は神々の権威を見せつけ、

民を威圧するために使われました。追い使う者、

監督といった役人によってイスラエルの民は徹

底した管理のもとに置かれ、イスラエルの民はもっとも最下層に置かれ、奴隷の身分としてエジ

プトであえぎ苦しんでいました。イスラエルの民は自らの信仰も否定されていました（５：17）。

イスラエルの民の苦しみの第 1 原因は神々を頂点とする宗教的な支配だったのです。  

それゆえに「わたしをおいてほかに神があってはならない」と、解放者である唯一の神のみを

抑圧のピラミッド構造＝奴隷の家（20:2）

神々

ファラオ

神官

巨⼤大な建築物
ピラミッド・神殿
祭典、来世信仰

貴 族 （地主）

平 民 （土地なし）

奴 隷 ＝ 移住者
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信じるように命じます。こうして神々の支配から解放される根本的な道を示されたのです。  

「いかなる像も造ってはならない」と命じます。巨大な神殿や像、荘厳な儀式が人びとを威圧

し支配する道具として使われていたからです。イスラエルの民が抑圧のピラミッド構造に再び迷

いこまないための戒めです。  

では、「主の名をみだりに唱えてはならない」とはどういう意味でしょう。解放されたイスラエ

ルの民は約束された地で新たな共同体を作ります。その時に、エジプトと同じ奴隷の家、抑圧の

ピラミッド構造を作ってしまえば、ふたたび苦しむ民を生み出してしまうことになります。そし

て、もし、支配構造の頂点にある神々の替わりに主の名、イエスキリストの名を被せるならどう

なるでしょう。人びとはイエスの名を呼びながら、再び苦しむ民を作り出し、抑圧する側にたつ

ことになってしまいます。それは解放者としての神、まことの神を裏切ることになり、汚名を着

せることになります。「主の名をみだりに唱えてはならない」とは、イスラエルの民が主の名を利

用して抑圧構造の社会を作ってはならないと教えているのです。それは、解放された共同体作り

の指針でもあるのです。  

日本の植民地支配における皇民化教育は、まさにこのエジプトの奴隷の家と同じものを隣の

国々に押しつけたのです。現人神天皇を頂点とする国家神道という国家宗教を、植民地化した国々

にまで押しつけたと言えます。戦前、戦中、カトリックをはじめキリスト教会の多くは神社参拝

を容認し、天皇を中心とする宗教国家のうちに組み込まれてしまいました。そればかりでなく、

植民地化した国や民族にも天皇を中心とした国家神道を押しつけることを許してしまいました。

このことは、神々の支配を容認し、さらにその神々のところにイエスキリストの名を重ね合わせ

るという過ちを犯したのではないでしょうか。  

さらに植民地化した国々において、多くの人びとの命の尊厳を軽視し、財産を奪い、人間の労

働と安息の権利を奪い、宗教の自由を侵害した皇民化教育。戦前、戦中を通して教会はその皇民

化教育の逆らいのしるしとなれなかったばかりか、預言者としての使命も果たしてこなかったこ

とは、モーセの十戒に書かれているすべての戒律に背いてしまったことになるのではないでしょ

うか。  

戦後、日本社会には皇民化教育の影響、名残りが色濃く残っていました。そのなかで、在日コ

リアンは解放の道を歩んできました。外キ協を中心としてそれに関わってきたわたしたちも、そ

の歩みを共にすることができたことを誇りに思っています。しかし、今も、韓国や台湾の軍人・

軍属と呼ばれている人びとが、靖国神社に合祀されていることは、いまだに皇民化教育から断ち

切れていないということを示しています。また日本社会の中では国家神道を復活させようという

動きがいまだにあります。  

   わたしたち一人ひとりが、解放者である主に導かれて、解放の旅を歩み続けられるよう、祈り

たいと思います。  

   最後に、ヨハネの手紙一（１：５～10）を朗読したいと思います。  

≪わたしたちがイエスから既に聞いていて、あなたがたに伝える知らせとは、神は光であり、

神には闇が全くないということです。わたしたちが、神との交わりを持っていると言いなが

ら、闇の中を歩むなら、それはうそをついているのであり、真理を行ってはいません。しか

し、神が光の中におられるように、わたしたちが光の中を歩むなら、互いに交わりを持ち、

御子イエスの血によってあらゆる罪から清められます。自分に罪がないと言うなら、自らを
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欺いており、真理はわたしたちの内にありません。自分の罪を公に言い表すなら、神は真実

で正しい方ですから、罪を赦し、あらゆる不義からわたしたちを清めてくださいます。罪を

犯したことがないと言うなら、それは神を偽り者とすることであり、神の言葉はわたしたち

の内にありません。≫	
 

＜祈り＞  

祈りましょう。わたしたちの解放者である神よ、あなたは私たち一人ひとりの上に聖霊を送り、

ここに一つに集めてくださいました。ここに集められた私たちが、あなたを信頼するように、互

いに信頼し、分かち合う恵みをお与えください。そして、あなたのことばによってわたしたち一

人ひとりが解放され、聖霊の導きによって、イエス・キリストと共に解放の道を歩んでゆくこと

ができますように。私たちの主イエスキリストを通してこの祈りをおささげいたします。  

アーメン  

  

◆「韓国併合」100 年／「在日」100 年―日・韓・在日教会シンポジウム	
 

（2010 年７月５～６日／在日本韓国ＹＭＣＡ）の開会礼拝から	
 

  

  

	
 

過去を癒し協働の未来を開こう	
 
	
 

	
 

	
 

●鄭	
 明	
 基	
 牧師（チョン・ミンギ／韓国基督教教会協議会正義平和委員会）	
 
 
  

「わたしは、既にそれを得たというわけではなく、既に完全な者となっているわけでもあ

りません。何とかして捕らえようと務めているのです。自分がキリスト・イエスに捕らえ

られているからです。兄弟たち、わたし自身は既に捕らえたとは思っていません。なすべ

きことはただ一つ、後ろのものを忘れ、前のものに全身を向けつつ、神がキリスト・イエ

スによって上へ召して、お与えになる賞を得るために、目標を目指してひたすら走ること

です。だから、わたしたちの中で完全な者はだれでも、このように考えるべきです。しか

し、あなたがたに何か別の考えがあるなら、神はそのことも明らかにしてくださいます。

いずれにせよ、わたしたちは到達したところに基づいて進むべきです」  

（フィリピの信徒への手紙 3：12～16）  

 
   100 年のあいだ放置された傷跡を清算しようとする熱望を持って、韓・日・在日教会の代表が

１泊２日間の短い出会いを持って＜主題：真実・記憶・未来への協働＞を内容としてお互いの考

えと思いを分かち合うことができたことを、感謝します。  

   私たちは互いに、過ぎし日、先人が私たち後世に伝えた苦痛と悲しみの歴史を確認することが

できました。過去の歴史を回想しながら今日も解決し得ない課題があることも理解することがで

きました。そして、このような歴史を清算することができなければ、私たちの歴史は未来に向か

って一歩も進むことができず、未来に向かって進むといっても、それぞれが自らの歴史の捕われ



 5 

人となることで、変化と創造的関係を築くのにその躓きの石となることも知りました。  

   いま、短い出会いを閉じ、新しい可能性の協力関係を形成していくための長い旅路を始める時

に立っています。本当の意味で韓・日の過去の歴史を清算し、和解、平等、平和に基づく東アジ

アの未来を切り開くため、初代教会の使徒であったパウロがフィリピ教会に送ったメッセージﾞ

のなかから学ぼうと思います。  

 
１．キリストであるイエスが教えてくださった平和の福音を実現するために、ともに努力しよう。 

	
 	
 「平和を実現する人びとは幸いである、その人たちは神の子と呼ばれる」（マタイ５：９）  

韓国と日本に住む私たちキリスト者の使命と役割は、自分が属する国の政府と政治指導者たち

が互恵平等と平和の関係を維持していくために互いに協力していくことができるよう、それぞれ

が努力しなければなりません。過去日本が韓国を侵略した歴史に対して、本当の謝罪がなされる

時、かつて日本が韓国人に行なったあらゆる侵略と支配について許すことで和解をなしていかね

ばなりません。それには南の政府との関係はもちろん、北との関係も正常化されねばなりません。

日本は南・北が平和的に統一をなすのに協力しなければなりません。  

韓・日間にはこういった目標がいまだに実現されていませんが、イエス・キリストの命令に服

従する信仰によって実践していきましょう。  

 
２．過去の歴史の捕囚から自由で、協力の未来を切り開こう。 

過去の歴史に対する清算は，過去の歴史から傷ついた人が傷つけた人を許すことから始まりま

す。日本が自らの過去の過ち（韓国併合と侵略）を反省するのは、日本自らその過ちを認めるよ

う強要することで解決されるのではなく、傷ついた人が過去の歴史を克服することによってなさ

れるのです。韓国人が自らの歴史的痛みから抜け出すことができなければ、協力の未来を切り開

くことはできません。  

使徒パウロの告白、「後ろのものを忘れ、前のものに全身を向けつつ、神がキリスト・イエスに

よって上へ召して、お与えになる賞を得るために、目標を目指してひたすら走ることです」（３：

13～14）が、私たちの告白とならねばなりません。このような召きに応答する者にはイエスにあ

って神の賜った救いの賞を得ることができるのです。イエスは、ご自身を十字架につけ死に至ら

しめた者の罪を許すよう祈ることで救いを成就されました。  

 
３．いま私たちが誓い決心したことが変わらなければ、 

遠くない将来に私たちの希望は実を結ぶでしょう。 

   私たちは、私たちが属する国と社会の中でキリストの愛と正義を実行に移すことで、支配と憎

しみ、不義と暴力が再び影響力を行使できないよう防がねばなりません。私たちが属する国と人

びとが愛と正義に満ちた生を生きるよう努力する時、他の国や人びとを支配したり侵略しようと

する戦争が起こる余地はありません。隣国と行動をとおして東アジアの平和が維持できるように

しなければなりません。  

●訳＝金成元	
 

◆「韓国併合」100 年／「在日」100 年	
 日・韓・在日教会シンポジウム	
 

（2010 年７月５～６日／在日本韓国ＹＭＣＡ）の閉会礼拝から	
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「青年の旅・2010」報告 
 

 

●小池	
 善（日本基督教団早稲田教会信徒）  
 

 

 
   2010 年７月 30 日から８月７日まで、外

キ協主催の第３回「多文化･多民族共生キリス

ト者青年現場研修プログラム」が実施された。

「青年の旅」は、日･韓･在日教会の合同プロ

グラムとして、2008 年から５年計画で始め

られたものである。韓国強制併合 100 年と

いう節目の年に開催された今年の「青年の旅」

は、各地外キ連・各教派団体から集まった参

加者７名とスタッフ２名で実施された。  

  

１日目（７月 30 日）◆北九州に集合   

  

●集合    小倉駅南口のデッキに参加者９名が

集合。バスに乗って西南ＫＣＣへ。到着とと

もに自己紹介とオリエンテーション。  

●開会礼拝    続けて行なわれた開会礼拝では、

九州・山口外キ連メンバーで日本基督教団小

倉日明教会牧師の川本良明さんが、出エジプ

ト記３章７～10 節を主題聖句としてメッセ

ージを語ってくださった。日本の教会が戦

前・戦後も変わらず生き延びたのは天皇制が

あるからで、今の日本の状況に出エジプトの

出来事が起こらなければならない、そのため

にも韓国のキリスト教会が学びになると、旅

に鋭い視点を持っていくことの重要性を話さ

れた。出エジプトの内容のほか、倭乱（ウェ

ラン＝文禄慶長の役）にも触れて、私たちが

過去を振り返る時、そこにイエスが居なけれ

ば空しい、過去を振り返ることで、現代とこ

れからを見通すことができると、歴史に学ぶ

重要性を説いてくださった。モーセがファラ

オを相手にしたように、私たちも天皇制を相

手にしなければならないと締めくくられた川

本牧師の言葉は、天皇制を十分に問うことが

出来ていない現在のキリスト教への鋭い問題

提起であった。  

●九州・山口外キ連との交流    九州・山口外

キ連、西南ＫＣＣの皆さんが用意してくださ

ったたくさんの美味しい食事を囲みながら交

流の時間を持った。簡単に自己紹介をした後、

九州・山口外キ連の活動をうかがった。毎月

４～８名で集まり、奨励、取り組みについて

の情報交換、年間何回か集会を行なっておら

れるとのことであった。  

●わかちあい    就寝前に、皆で１日のプログ

ラムを振り返る時間をもった。このわかちあ

いの時間は毎晩もたれた。  

  

２日目（７月 31 日）◆筑豊   

  

●福吉伝道所    西南ＫＣＣを出発し、まず日

本基督教団福吉伝道所を訪問。犬養牧師より

筑豊地域での活動に関する話をうかがった。

その中で「よきサマリヤ人の譬え」を引用し、

「隣人となる以前にまず自分たち日本人が、

この譬えに出てきた『追いはぎ』であること

を自覚しなければならない」ということを話

され、参加者がこれから現場に向かうという

ことの意味をもう一度考えさせられた。  

●筑豊炭坑地域    福吉伝道所を出発した後、

筑豊炭坑跡の現場をいくつか訪問した。最初

に訪れたのは、法光寺朝鮮人殉難碑「寂光」
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であった。その碑には、「この筑豊に於いても

石炭発掘の労働力として約 15 万人の朝鮮人

が強制的に連行されてきました」と刻まれて

いるが、この問題の核心は「数字」ではない、

と犬養牧師は話された。  

   その後、炭坑住宅跡を経由して、田川市石

炭歴史博物館と、その敷地内にひっそりと佇

む韓国人徴用犠牲者慰霊碑を訪れた。  

●日向墓地    続いて日向墓地を訪れた。草む

らを分け入って進んだその先にある日向墓地

には、「いつ」「誰が」「どのようにして」亡く

なったのかわからない、記録にすら残ってい

ない死者たちが葬られている。立派な墓石の

足元に転がるように放置されている石の一つ

一つが墓標なのだ、と犬養牧師は説明された。

霊に対して「安らかに眠って下さい」とは言

えず、「暴れて下さい、そして痛みを、苦しみ

を聴かせて下さい」と祈らざるを得ないよう

な死者の問題があった。  

●小山田墓地～永生園    若松にある小山田墓

地、門司の城山霊園内にある永生園を訪問し

た。小山田墓地は、1945 年９月、日本の敗

戦と解放のなかで朝鮮への帰還を急ぎながら

台風によって遭難し若松の海岸に流れ着いた

約 80 体の朝鮮人の遺体が埋葬されている。

傍らには慰霊碑が立てられているが、碑の由

来に元号が書かれていたことと謝罪の言葉が

無いことの問題性について説明を受けた。  

   続いて訪れた永生園では、在日大韓小倉教

会の金貞子（キム･チョンジャ）長老から話を

うかがった。永生園は小倉教会が管理をして

いる納骨堂である。天国へと召された信徒た

ちとともに、炭坑地域に強制徴用され、身寄

りのないまま各所のお寺に放置されていた遺

骨が納められている。  

●下関港    筑豊の現場を回った後、九州・山

口外キ連の方々に見送られながらフェリータ

ーミナルへ移動。関釜フェリーに乗船し、一

路釜山を目指し玄界灘を渡った。  

  

３日目（８月１日）◆釜山   

  

●釜山市街地    釜山港にて関釜フェリーを下

船し、入国審査を受けた。主日礼拝まで時間

があったため、釜山の市街地を散策。南浦洞

駅近くにある「40 階段」を訪れた。朝鮮戦

争の際、南下してきた戦線から避難してきた

避難民の生活のための階段である。  

●主日礼拝    「チョウンナム（良い木の）教

会」の主日礼拝に出席し、「平和の働き人」と

いう主題でパク・チョル牧師の説教をうかが

った。昼には、教会の信徒の方々が用意して

くださった食事を共に囲んで交わりの時間を

もった。食事後には、パク・チョル牧師との

懇談のひとときを持ち、牧師からは、ドイツ

と日本の戦後政策を対比させた上で「日本は

戦後、歴史の清算をどれほど行なってきたの

か？」という厳しい問いかけを受けた。  

●近代歴史博物館    釜山近代歴史博物館へと

向かう。1876 年釜山港開港、1910 年韓国

強制併合、45 年解放へと至る歴史的な過程

の中で、人的･物的収奪がいかにして為されて

きたのかを、ビデオや展示に関する説明を通

して学んだ。博物館の建物自体は、1929 年

に「東洋拓殖会社釜山支部」として建てられ、

日本政府の釜山における人的･物的収奪の要

石となっていた。解放後は、アメリカ軍に接

収され、「アメリカ文化院」として用いられて

きた。  

●民主公園    釜山民主公園へ移動し、民主抗

争記念館を見学。まず 1945 年の解放から民

主化闘争に至る歴史を紹介するビデオを見て

概略を学んだ後、研究員の方から説明を受け

た。説明の中で、60 年４月 19 日「学生革

命」、79 年 10 月「釜馬民主抗争」、87 年「６

月民主化抗争」など、民主化闘争の節目の中

で民衆が立ち上がるに至った経緯を学んだ。  

●祈祷文作成    この日から、ソウルでの合同
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祈祷会に向けた祈祷文の作成に取りかかり始

めた。作成作業は連日、深夜にまで及んだ。  

  

４日目（８月２日）◆陝川～ソウル  

  

●原爆被害者福祉会館    釜山の宿所を６時

30  分に出発し、高速バスで陝川へ移動。ほ

ぼ予定通りに原爆被害者福祉会館に到着した。

まず、カン･スハン企画運営課課長から、在韓

被爆者問題に関する基本的な説明と福祉会館

の沿革に関する説明を受けたのち、被爆当事

者であり現在福祉会館で生活しておられる

オ･ブンニョンさん（1929 生、16 歳で学徒動

員により広島へ、18 歳のとき被爆）より被爆

体験をうかがった。あまりに壮絶な被爆の痛

みの中、朝鮮人ということで差別を受け、帰

国した後も「変な病気にかかっているのでは」

と差別を受けるという何重もの痛みを負いな

がらも、在韓被爆者協会の初代支部長となる

など、運動の先頭を走ってこられたオ･ハルモ

ニの言葉は、参加者の心に重く響いた。  

   なお、在韓被爆者福祉会館は、1990 年の

在韓被爆者福祉事業に関する韓･日政府間合

意に基づいて為された 40 億円の支援により

建設され、1996 年８月 16 日に竣工。  

●原爆被爆者協会    続いて原爆被爆者協会陝

川支部を訪問した。沈鎮泰（シム･ジンテ）前

支部長から、在韓被爆者問題における日本政

府の対応の問題点などに関して詳しい説明を

受けた。在韓被爆者の問題は、被爆者が治療

費を受けられないなど今現在においても未解

決のまま残され続けている。「どうか歴史の

証人として生きてほしい」とのシム前支部長

の問いかけが印象的であった。  

●「美しい村共同体」    陝川から地下鉄とＫ

ＴＸ（新幹線）、バスを乗り継いでソウルに移

動し、スユ里「美しい村共同体」を訪ねた。

「美しい村共同体」は、人間を競争へと駆り

立てる資本主義社会から距離を置き、人と人

が共に助け合いながら生活することができる

共同体の形成を、実際に様々な共同生活を行

なうことを通して考えようとするキリスト青

年アカデミーの活動のひとつである。  

   交流では、まず「美しい村共同体」の活動

を紹介するビデオを見た後、メンバー一人ひ

とりから様々な思いをうかがった。私たちも、

その思いを聞いて感じたことを一人ずつ述べ、

分かち合いの時間を持った。  

  

５日目（８月３日）  

◆ナヌムの家～合同祈祷会  

  

●対案保育園と対案学校    朝７時に起床。美

しい村共同体の方が用意して下さった素敵な

自然食の朝ごはんをいただいた。食後には宿

所近くの美しい村共同体の「対案保育園」と

「対案学校」（オルタナティブ･スクール）を

見学した。公的機関に任せるのではなく、必

要な教育を自分たちで実践していることに驚

いた。  

●ナヌムの家    その後、韓国基督青年協議会

（ＥＹＣＫ）のスタッフが運転する車でナヌ

ムの家へと出発した。少し早い昼食を食べた

のち、ナヌムの家に到着、待っていたキリス

ト教青年アカデミーの青年 15 名と合流した。  

   まず、ナヌムの家で暮らす８人のハルモニ

のうち、キム･ファソンハルモニとペ･チュニ

ハルモニから話をうかがうことができた。

「日本をずっと憎んでいる」と流暢な日本語

で語ってくれたハルモニを前にして、参加者

は言葉を詰まらせた。続いて、姜徳景（カン･

ドッキョン）ハルモニの思いを紹介するビデ

オを鑑賞した後、研究員を務める村山一兵さ

んに「日本軍『慰安婦』歴史館」を案内して

いただいた。「慰安婦」問題の実態やその問題

性を学んだが、中でも、「慰安婦」問題は女性

への暴力という観点からこそ、その問題性が

問われなければならない、という説明は鋭か



 9 

った。  

●キリスト青年祈祷会    ナヌムの家から、キ

リスト青年アカデミー、ＥＹＣＫのスタッフ

の運転する車に分乗してソウルへ移動した。

車の中では、「ナヌムの家」を訪問しての感想

を、アカデミーの青年たちと分かち合った。  

   ソウルへ移動した後、大韓聖公会ソウル主

教座地下聖堂を会場に「韓国併合 100 年」

在日･韓･日キリスト者青年祈祷会のときをも

った。主催は外キ協、キリスト青年アカデミ

ー、ＥＹＣＫの３者。  

総勢約 40 名もの青年たちが集った祈祷会

では、共に賛美を歌った後、柳時京（ユ･シギ

ョン）ソウル聖公会聖堂補佐司祭からメッセ

ージをいただき、在日・韓・日の青年代表者

が祈祷文を読み上げた。「在日側の祈り」は金

耿昊が、「日本側の祈り」は浅海由利恵がそれ

ぞれ担当した。祈祷会の最後には、韓国と日

本の間に出席者がそれぞれ折り紙で作った舟

や折り鶴で橋を架け、韓国ＮＣＣ正義と平和

委員長のチョン･サンボク牧師より祝祷が捧

げられた。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

韓国併合 100 年  

日・韓・在日キリスト者青年合同祈祷会  
 

在日青年の祈祷文  

	
 

今から 100 年前、日本の韓国強制併合によって朝鮮半島が植民地としての苦難の道を歩み始めた

ことを覚え祈ります。	
 

私たちは在日三世として日本に生まれました。植民地支配の中で故郷を離れざるをえなくされた

朝鮮人の小さな群れから生まれました。	
 

希望の見えない故郷での暮らしを離れ、海を越えて放浪せざるをえなかった、私たちのハルモニ・

ハラボジの世代の苦しみを覚えます。	
 

そして差別と貧困の中でなおたくましく生きた一世世代と共に、神がいつも苦しみ、歩んでくだ

さっていたことを信じます。	
 

また日本に生まれ育つ中で民族と故郷をめぐるアイデンティティの葛藤を抱え込んできたオモニ

やアボジの世代の苦悩をおぼえます。	
 

そして日本と朝鮮の狭間で苦しみながら、自分らしい生き方を模索し、共に生きていくことを日

本社会に訴えた二世世代の営みに、神の導きが常に共にあったことを私は胸に刻みます。	
 

植民地支配によって故郷から離れ、貧困と差別とアイデンティティの葛藤にさらされ続けたディ

アスポラの子孫として、私は祈ります。私に与えられている実存を感謝することができますように。

そして今、生きている場所で共生に向かう働きのために地の塩として用いられますように。	
 

主よ。願わくば、世界のさまざまな地に異邦人として放浪せざるをえなかった人びとの悩み苦し

みに、いつも寄り添い、共に悩みぬくことができる勇気と感性と良心を、私たちにお与えください。	
 

最も小さくされた人びとの側にいつも立ち、共に神の国を目指して生きていくことができますよ

うに。主イエス・キリストの名によって祈ります。アーメン。	
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日本青年の祈祷文  

	
 

天の神様	
 

今から 100 年前、日本は強制的に韓国併合をしました。日本は、朝鮮半島の人びとに多くの苦し

みと悲しみ、痛みを与えました。	
 

また、朝鮮半島だけではなく、日本は多くの東アジアの国々を侵略し、様々な苦しみ・悲しみ・

痛みを与えました。特に、北海道、沖縄、台湾、中国などを覚えます。	
 

この日本の植民地支配は、私たちが抵抗できなかった天皇制に基づく軍国主義によってもたらさ

れたものです。日本キリスト者のほとんどは、侵略戦争が進められていくなかで、国家を批判する

こともなく、むしろ進んで協力することでたくさんの罪を犯しました。さらに、天皇を神と崇め、

罪を重ねてきたことをこの旅を通して改めて告白します。	
 

私たちはこの旅で、戦争の結果もたらされ、そして今もなお続いている隣人たちの想像を絶する

ような痛みを前にして、言葉を失い、おののきました。このような戦争被害の根幹には天皇制があ

ることを再確認しました。	
 天皇制とは他者を搾取する社会構造であり、そのことは戦前から根本

的に変わっていません。そして、天皇制に対峙することすら意識してこなかった自分たちの責任を

おぼえます。	
 

今わたしたちは、同じ過ちを繰り返さないためにこの地に立っています。私たちは祈ります。今

生かされている全ての人が他者とともにいのちを輝かせて生きていくことができるように。平和の

実現のために。アジアの隣人と手を取り合うために。向き合う相手の心の声を聞き取ることができ

ますように。今なお多くの傷を抱え、癒えない過去と向き合っている人びとのために。	
 

神様、どうか私たちに、過去を真摯に受け止め、来るべき希望の未来を作り出す知恵と勇気をお

与えください。弱き私たちを強め、平和を作り出す者とならせてください。	
 

平和の主イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン   

  

  

６日目（８月４日）◆水曜デモ～仁川   

  

●西大門刑務所    宿所であるソウル基督教百

周年記念会館を出発し、西大門刑務所へと向

かった。刑務所はパネル展示の他、拷問室や

死刑場など、植民地支配下における刑務所の

様子を再現しながら紹介しており、ガイドの

方から日本語で説明を受けた。西大門刑務所

の獄舎は、常に監視が行なえるよう監視室か

ら右・中央・左と３方向に配置されている。  

●水曜集会    西大門刑務所を後にしたのち、

延世大学見学と仁寺洞散策の二つのグループ

に分かれて行動した後、ソウル･鍾路にある日

本大使館前で毎週水曜日に開催されている水

曜集会に参加した。大変暑い中であったが、

たくさんのハルモニと、韓国国内外から多く

の参加者が集まった。様々な市民運動体が発

表するパフォーマンスを見、一緒に日本大使

館へと訴えの声をあげた。水曜集会は、韓国

挺身隊問題対策協議会が 1992 年１月８日

から開始し、それ以来欠かすことなく毎週水

曜日に行なわれている。  

●外国人労働者センター	
 地下鉄で仁川へと

移動し、仁川外国人労働者センターを訪問し

た。センターは 1992 年２月設立、移住者の

人権確立を目的とし、語学やコンピューター

などに関わる教育事業や、医療・労災に関わ

る相談事業、フェスティバルや体育大会など

の文化活動を展開している。また、この他に

も、外国人管理制度の改善闘争、未登録外国

人への共済会事業（無料診察･助産など）、仁

川南区が行なう外国人勤労者相談所の委託運

営業務に取り組んでいる。パク・キョンソ牧

師より、韓国における移住労働者問題の変遷

やその問題性、またセンター運営における課

題などについて鋭い話をうかがった。  

●中華教会    続いて中華基督教仁川教会を訪

問した。1917 年にメソジスト教会として設

立され、今年で 94 周年を迎える教会には、

韓国人と華僑の人が同数程度通っている。牧
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師から話をうかがった後、４名のハルモニと

お話をする機会が与えられた。基本的にこち

らから質問をし、それにお答えいただくとい

う形式だったため、質問に困ってしまう場面

もあったが、韓国では「華僑」であり、中国

へ帰国しても「外国人」となってしまう中で

生きてこられた痛みに、たとえわずかであれ

触れることができた。  

●プログラム評価会    この日の晩には、プロ

グラム全体を通して印象的だったことや、考

えさせられたことなど、参加者それぞれの思

いをわかちあうプログラム評価会の時間をも

った。また運営面での課題に関しても、意見

を出し合った。  

  

７日目（８月５日）◆ソウル～釜山   

  

●外国人勤労者宣教会    ＫＴＸで釜山へ移動。

釜山駅から釜山外国人勤労者宣教会へと向か

った。ここでは、釜山外国人勤労者宣教会の

ハン･ヨンハ牧師、韓国外国人宣教会釜山支部

のチェ･インソク牧師、移住民文化センタース

タッフのイ･ウンソンさん、キム･ジョンエさ

んが同席してくださった。そこではまず、釜

山外国人勤労者宣教会の取り組みに関して紹

介を受けた後、韓国における多文化共生の状

況と、その中における課題をお聞きした。雇

用許可制が設けられたことで移住労働者が労

働基準法の下におかれるようになるなど、移

住者をめぐる法整備に進展が見られ、また、

韓国と中央・東南アジアの諸国との間に移住

労働者の受け入れを定める二国間協定が次々

と締結されるなど、移住労働者の受け入れ拡

大が加速する一方で、李明博（イ・ミョンバ

ク）政権下において未登録外国人の半減が打

ち出されるなどの新たな深刻な問題が出てき

ている、と説明を受けた。同じ問題に取り組

む運動体やＮＧＯが合同の対策協議会を設け、

協働の輪を作り出している宣教会の試みは、

とても斬新なものだった。  

●外国人宣教会    続いて訪れた韓国外国人宣

教会釜山支部では、チェ･インソク牧師から話

をうかがった。釜山外国人勤労者宣教会が教

会との関わりを強く持っているのに対し、韓

国外国人宣教会釜山支部は労働組合との関わ

りを強く持っている、そのことをチェ牧師は

強調するように語られていた。教会よりも労

働組合との関わりを強く持つのは、礼拝を捧

げるだけでは解決され得ない移住労働者の痛

みに応えようとしたときに、ノウハウの蓄積

がある労働組合が重要だった、ということで

あった。  

●釜山～下関    参加者は釜山港へと移動し、

関釜フェリーへ乗船、韓国を離れた。  

   翌朝、下関港に着いた私たちは、小倉駅で

解散。それぞれの「場」に戻った。  

＊  

   青年の旅を通して痛感したのは、「現場は

問いかける」ということである。毎晩わかち

あいの時間をもってその日一日に感じたこと

を参加者同士で共有していったが、参加者は

毎晩のように言葉を詰まらせた。それは、訪

ねて行った現場とその現場で聴いた声が、参

加者一人ひとりに何かを問いかけていたから

だろう。そんなに生易しいものではないかも

しれない。現場は自分自身という存在を根底

から覆すような厳しい問いを、参加者一人ひ

とりに投げかけていた。それが現場の言葉の

重みなのだろう。  

   訪れた現場から突きつけられた声・言葉・

表情を、非日常のこと、あるいは別世界のこ

ととして括ってしまうのは、きっと「韓国強

制併合 100 年」を過去のこととして片付け

てしまうことと同じではないだろうか。歴史

や現場が問いただしているのは、何よりもま

ず自分自身なのだということを、私たち一人

ひとりは忘れてはならない。  
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2011 年／第 25 回	
 外キ協全国協議会 

  

主題●宣教課題としての外国人住民基本法――歴史を直視し、多民族共生社会を構想する  

  

日時●2011 年１月 20 日（木）午後２時～22 日（土）午前 10 時   

  

会場●川崎市産業振興会館＜１月 20 日・21 日＞  

カトリック貝塚教会＜１月 22 日＞  

  

●１月 20 日（木）     

○開会の祈り  

○オリエンテーション  

○発題①「2012 年改定法と外国人住民基本法」：佐藤信行さん  

○公開セミナー   報告「青年の旅・2010」  

講演：朴慶南（パク・キョンナム）さん  

  

●１月 21 日（金）     

○朝の祈り  

○聖書研究：孫裕久（ソン・ユグ）さん  

○発題②「日・韓・在日教会の共同課題」：吉高叶さん  

○発題③「外キ協運動の新たな展開」：秋葉正二さん  

○全体協議（１）  

  

●１月 22 日（土）  

○全体協議（２）  

○閉会の祈り  

  

  

  

  

  

「外国人住民基本法」の制定を求める	
 

第 25 回全国キリスト者集会	
 

 
平和は多民族・多文化共生のアジアから 

  

日時●2011 年１月２２日（土）10：30～14：00  

  

会場●カトリック貝塚教会  

  

＜第一部＞10：30～12：50  

   ○講演：笹川紀勝さん「安重根（アン・ジュングン）の平和思想の今日的意味」  

○外国人住民の証言：在日フィリピン人、韓国人  

○メッセージ：松浦悟郎さん「絶望するには良い人があまりに多い」  

  

＜第二部＞13：00～14：00  

   ◇昼食  

◇交流会：連帯あいさつ・アピール  

  

  


